
伊奈商工会・谷和原商工会合併調印

つくばみらい市の誕生を祝して

作文で２つの賞を受賞！

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

☆
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
総
務
大
臣
表
彰

　

飯い
い

島じ
ま　

　

善ぜ
ん

（
前
伊
奈
町
長
）

　

鈴す
ず

木き　

亮
り
ょ
う
か
ん寛

（
前
谷
和
原
村
長
）

　

冨と
み

山や
ま　

和か
ず

夫お

（
前
伊
奈
町
議
会
議
長
）

　

倉く
ら

持も
ち　

眞し
ん

孜じ

（
前
谷
和
原
村
議
会
議
長
）

●
市
長
感
謝
状

　

直な
お

井い　

誠せ
い

巳み

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

野の

田だ　

正ま
さ

男お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

細ほ
そ

田だ　

忠た
だ

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

飯い
い

野の　

喬
き
ょ
う
い
ち一

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

神か
ん

立だ
つ　

精せ
い

之じ

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

豊と
よ

島し
ま　

　

葵
ま
も
る
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

小こ

島じ
ま　

　

功
い
さ
お
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

桜さ
く
ら
い井　

　

勇
い
さ
む
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

植う
え

木き

シ
ヅ
エ
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

直な
お

井い　
　

茂
し
げ
る
（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

秋あ
き

田た　

政ま
さ

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

坂さ
か

倉く
ら　

悦え
つ

子こ

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

野の

口ぐ
ち　

益ま
す

夫お

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

羽は

田た　

周
し
ゅ
う
へ
い平

（
合
併
協
議
会
委
員
）

　

竹た
け

内う
ち　

　

啓
ひ
ろ
む
（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

蛯え
び

原は
ら　

良よ
し

雄お

（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

石い
し

川か
わ　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

　

只た
だ

越こ
し　

泰や
す

典の
り

（
前
伊
奈
町
収
入
役
）

　

飯い
い

泉ず
み　

芳よ
し

郎ろ
う

（
前
伊
奈
町
教
育
長
）

　

豊と
よ

嶋し
ま　

隆
り
ゅ
う
い
ち一

（
前
谷
和
原
村
教
育
長
）

●
市
特
別
表
彰

故
豊と

よ

島し
ま　

安や
す

一い
ち

（
前
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
員
）

　

篠し
の

塚つ
か　

皓て
る

男お

（
前
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
員
）

　11月22日、きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館にお
いて、つくばみらい市誕生記念式典が行われました。つくばみ
らい市の誕生を祝うこの式典には、塚

つか

田
だ

桂
けい

祐
すけ

消防庁国民保護・
防災部参事官（菅

すが

義
よし

偉
ひで

総務大臣代理）をはじめ、橋
はし

本
もと

昌
まさる

県知事、
丹
に

羽
わ

雄
ゆう

哉
や

衆議院議員ほか国会議員、県議会議員、近隣市町村長
などの来

らい

賓
ひん

の方々、また、行政協力員、農業委員などの招待者
が出席し、約300人がお祝いに駆けつけました。
　式典では、市長の式辞の後、来賓の方々から祝辞をいただき、
また、合併に尽力した功労者に対して、総務大臣表彰が４人、
市長感謝状が20人、市特別表彰が２人にそれぞれ贈られました。

　式典の最後には、つくばみらい市の「市民憲章」、「市の花【なのはな】、市の木【さくら】、市の鳥【ひばり】」が披露され、
式典を締めくくりました。花・木・鳥のイラストデザインは、板橋小学校の沼

ぬま

尻
じり

正
まさ

芳
よし

校長先生の作品です。（36ページ参照）

行
政
相
談
委
員
任
命

　

11
月
1
日
を
も
っ
て
、
相あ

い

島じ
ま

宏ひ
ろ
し

氏
（
☎
58
‐
０
６
７
６
・
下
平
柳

8
２
８
‐
３
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
様
の
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続

き
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関

係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事

を
行
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
32
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
行
政
相
談
所
に
つ
い
て

　

市
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
２
０
２
）

・
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て

　

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行

　

政
相
談
課

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
３
４
７

行
政
相
談
委
員
任
命

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

川か
わ

嶋し
ま　

久ひ
さ

夫お

氏（
絹
の
台
）
元
警
視
庁
警
部
補　

77
歳

　

川
嶋
氏
は
、
昭
和
26
年
に
警
視
庁

巡
査
を
拝
命
し
、
そ
の
後
池
袋
署
を

始
め
に
、
第
5
機
動
隊
、
代
々
木
署
、

目
白
署
、
小
金
井
署
に
配
属
さ
れ
、

平
成
元
年
3
月
末
に
38
年
間
の
職
責

を
全
う
し
、
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
戦
後
の
激
動
期
を
形な
り

振ふ

り
構
わ
ず
治
安
維
持
の
任
に
当
た
り
、
重
責

を
果
た
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
あ
わ
せ
て
、
世
の
中
の
平
安
を
祈
っ

て
い
ま
す
。」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

大お
お

石い
し　

毅た
け
し氏（

筒
戸
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
長　

66
歳

　

大
石
氏
は
、
昭
和
36
年
に
消
防
学

校
に
入
学
後
、
成
城
消
防
署
を
始
め

に
、
志
村
消
防
署
、
本
庁
機
械
部
、

金
町
消
防
署
、
本
庁
通
信
課
、
城
東

消
防
署
、
神
田
消
防
署
、
池
袋
消
防

署
、
麹
こ
う
じ
ま
ち町
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、
40

年
間
の
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
け
が
人
が
１
０
０
人
以
上
、
殉

じ
ゅ
ん
し
ょ
く

職
者
も
出
た
大
火
災
を
経
験
し
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
今
で
も
胸
の
つ
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
の
職
業
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
の
職
業
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
に
関
し
、
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」

つくばみらい市の誕生を祝して

　小絹小学校６年生の氏
うじ

原
はら

賢
けん

人
と

くんの書いた作文「家
族で乗りこえたこと」が、第35回小

お

平
だいら

記念作文の最優
秀賞（小学校高学年の部）に選ばれました。
　さらに氏原くんは、作文「家族と僕」で、第17回大
好きいばらき作文コンクールにおいても、大好きいば
らき県民会議理事長賞を受賞しました。

　11月15日、伊奈商工会館において伊奈商工会・谷和

原商工会の合併調印が行われました。市長を立会人と

して、町
まち

田
だ

弘
ひろし

伊奈商工会長と石
いし

塚
つか

武
たけ

男
お

谷和原商工会長

が固く握手を交わしました。伊奈商工会と谷和原商工

会は、平成19年４月１日をもって合併し、「つくばみら

い市商工会」となる予定です。

伊奈商工会・谷和原商工会合併調印

「
家
族
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
」
と
氏
原
く
ん

作文で２つの賞を受賞！


